
運営推進会議開催状況報告書 

事業所名（特別養護老人ホーム春日野園）（自 平成 31 年 4 月 至 令和 2 年 3 月） 

第 3 回 開 催 日 時  令和元年 11 月 16 日（土） 10：00 ～ 11：30   

参 加 者 主 な 議 題  

利用者 0 名 Ⅰ、春日野園 取り組み状況の報告（9 月～11 月） 

利用者家族 0 名 Ⅱ、第三者評価結果報告、防災フェスタについて 

事業者 6 名 Ⅲ、施設への要望、地域・会議員からのお知らせ  

地域住民代表等 1 名  

（春日野町内会） 0 名    

（山本社協） 1 名  

（春日野社協） 1 名  

（地域包括） 2 名  

その他 0 名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 

Ⅰ．春日野園 取り組み状況の報告（9 月～11

月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域もエクササイズに参加できるようになれ

ば、広島市の「いきいきポイント活動」の対象

としてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．春日野園 取り組み状況の報告（9 月～11

月） 

① 特別養護老人ホーム 

・行事、レクリエーションの取り組み実績 

お月見・花火・敬老会など 

・春日野まつりへの参加について 

 10 月 27 日春日野地区の春日野まつりへ施設か

ら射的ゲームコーナーを担当。学生ボランティ

アも参加させていただいた。 

・職員対象としたリフレッシュ企画の紹介 

エクササイズを外部の専門講師を招いで実施し

ており職員に大変好評である。今後は地域の方

も参加できるように呼びかけていく予定 

⇒このエクササイズを企画したのは、春日野園に

は 40 代の女性職員が多く、家事と仕事の合間に

運動をする機会を作り、リフレッシュしてもら

いたい。と考えて始めました。地域にも同じよ

う働くお母さんを応援したい、年代を問わず、

何か交流をしながらリフレッシュしてもらいた

いと考えています。 

また、来月には家族介護教室を春日野園で行う

予定にしており、そこでは「チェアヨガ」を実

施して「心身ともに健康に」をテーマとしてい

ます。その際には、いきいき活動ポイント対象

としています。 

・特養では、主に個別レクに力を入れていくよう

にしています。個別外出レクでは、イオンへの

買い物やマリホ水族館など「行って見たい」と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．福祉サービス第三者評価について 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．防災フェスタについて 

 

 

 

 

 

個々の要望が少しでも叶えられるように取り組

んでいます。 

② ショートステイ 

・利用されている方は安佐南区エリアの方が多い 

が、西区・中区から来られている方もいる。 

・ショートステイ利用後に体力が落ち在宅での生 

活が難しくならない様に毎日体操とレクリエー 

ションを行っている。中には外部から先生をお 

呼びしているプログラムもある。 

・ショートステイでは、リハビリ・リフレッシ 

ュ・リラックスを合わせた 3R というサービス 

を行っている。ショートステイを利用すること 

で気持ちが癒されたり、気分を発散してもらい 

たいと思っている。 

③ デイサービス 

・デイサービスは認知症の方に対する認知症リハ 

ビリプログラムを行っており回想法はその中の 

一つ。要支援 1・2、要介護 1 の方でまだ認知症 

になっていない方に対しては認知症予防とし 

て、要介護 2・3・4・5 の方で既に認知症の方 

に対しては進行予防として認知症のプログラ 

ム・ケアを行っており、それらを認知症リハビ 

リとして提供している。 

・デイサービスにとっての衣食住は、「い：生き 

がい、しょく：食事の楽しみ、じゅう：充実し 

た生活の継続」と捉えてサービスを提供してい 

る。 

 

Ⅱ．福祉サービス第三者評価の受審について 

・１０月２９日に広島県福祉サービス第三者評価

推進委員会からデイサービスの評価を受けた。

受審の目的は、外部の視点から課題・問題点を

指摘してもらい更なるサービスの質の向上を図

ることです。評価の結果は後日連絡があり、ま

たホームページ上でも公表する予定です。 

 

Ⅲ．防災フェスタ開催（案）について 

・地域との合同防災訓練を防災フェスタとして企 

画している。2 月開催を予定しており、地域住

民と共に防災意識向上を目的とします。施設の

防災訓練を通して緊急時の対応や災害時の連携

の確認を行いたい。 



・地域全体で取り組むのは非常に良い。想定は

大雨でなく地震なのはなぜか？ 

 

 

 

 

・山本学区は連合自治会がありその中で防災を

担当しているが活動内容が乏しく、この防災

フェスタを一緒に取り組みたい。 

 

・春日野園は福祉避難所だがいざというときに

本当に行ってもいいのか被災予防的に使ってい

いのかなどの疑問がある。防災フェスタに向け

てその辺りも詰めていけたら。 

 

・近年は災害が多く、災害への関心が高くなっ

ている。いざという時にどうしたらよいのか私

自身もわからないので勉強させてもらいたい。 

 

 

 

 

 

・春日野園は避難所として市と協定を結んでい

るのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家族介護教室開催について 

 

 

 

 

 

⇒春日野地区は大雨など水害による災害対策とい

うより、地震による災害対策が必要であると想

定される。防災フェスタでは災害訓練だけでな

く、意識不明時を想定した AED の使い方や心

肺蘇生の方法、避難者のストレスを軽減する方

法も検討したい。 

⇒多くの地域の方々に参加してもらい、起震車に

よる大型地震の体験や防災グッズの展示、子供

達にも理解を深めるための防災クイズラリーな

どいくつかの企画実施とブースを用意し各団体

で 1 つのブースを担当するといった形で協力を

お願いしたい。 

地域包括支援センター様には災害時、安否確認

や地域住民から頼られることがあるので、災害

発生時に自宅での生活が難しい方を施設に避難

させる際など連携を強化できたらと考えてい

る。。防災フェスタでいざというときにどうす

ればいいか少しでも理解してもらい地域の防災

意識を高めていきたい。別日で具体的に話し合

いを行っていき、春日野だけでなく地域全体で

準備していく。新しい案の取りまとめは春日野

園が担当し、関係機関に共有していく。 

 

⇒福祉避難所として市と協定を結んでいる。地域

とも相互応援協定を締結している。隣の春日野

小学校が避難所となっているが高齢者・障害

者・乳児など、通常の避難所では不便なことが

多くあると聞いています、春日野園は福祉避難

所として高齢者・障害者・乳児の方を優先的に

受けながらも一般の方へも開放する。災害時に

は、①入所者の安否確認②施設（建物）の破損

状況の確認③職員の安否確認④地域支援を速や

かに行いたい。色々なことを想定して今回のイ

ベントを行い、よりお互いが助け合える環境を

作っていけたらと思っている。日程は案なので

地域の行事や消防の都合に合わせ決めていく。 

 

・家族介護教室について 

・地域の高齢者を介護している方、これから介護

していく方を対象に家族介護教室を 12 月に企画し

ている。広島市から委託されている事業で今回春

日野園が担当となった。地域や包括に協力しても

らい色々なところで配布していきたいので宜しく



 

 

 

Ⅲ、施設への要望、地域・会議員からのお知ら

せ 

・餅つきについて 

・1 月末に毎年恒例の餅つきを予定している。ま

た、日程調整をさせてください。 

 

・春日野園横に病院が入って、CT なども撮って

もらえるようなので安心している。 

 

・12 月にいきいきサロンのクリスマス会を春日

野園で行う予定なので宜しくお願いします。入

居者の方にも様子を見てもらうとよいのではな

いか。 

 

・いつも他職種連携会議で春日野園を使わせて

いただきありがとうございます。その他でも使

わせてもらうことがあるかもしれないので宜し

くお願いします。 

 

・入所者個々に視点を置いてケアをしているの

はとてもいい。市内のデパートにも行くことが

あるのか？職員が大変なのでは？ 

 

 

 

お願いします。担当は、古川・澤井でサロンの場

などには直接配布に伺います。 

 

Ⅲ、施設への要望、地域・会議員からのお知らせ 

 

⇒施設としてはいつでもいいので会長の決めた日

程に合わせます。 

 

 

⇒施設としても隣に病院があるのは安心で頼りに

なる。協力していきたい。 

 

⇒施設を使って頂けるのは有難い。細かい要望に

も可能な限り応えていきたいと思っているのでい

つでも声を掛けてください。 

 

 

⇒いつでもお使いください。隣の薬局の駐車場も

声を掛けてもらえればいつでも使っていいと言っ

てもらえているのである程度の台数であれば車で

起こし頂くこともできると思います。 

 

⇒施設としては職員だけでなくボランティアにも

協力してもらいたいと考えている。そのためにボ

ランティアの育成にも力を入れていきたい。現在

1 人程ボランティアで来られており、入居者の話

し相手やレクリエーションの誘導をお願いしてい

る。施設としてボランティア受け入れの体制を整

えている段階のため社協や包括に協力を依頼する

ことがあるかもしれないのでその時は宜しくお願

いします。 

 

 

次回の運営推進会議 

第 4 回運営推進会議 令和 2 年 2 月 15 日（土） 

12：00～13：00 

 


